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今日の富士山



今日の富士山



今週の田畑の育ち



車窓：安倍川



京都・日野　法界寺（日野薬師）



京都・日野　法界寺（日野薬師）



派遣と請負を考える

今週のテーマ



テキスト

森岡孝二編著
『格差社会の構造
　　－グローバル資本主義の断層』
　　　桜井書店、２００７年９月刊

第２章　雇用の外部化と製造業における
派遣・請負



非正規雇用、派遣労働の増加

　非正規労働者率：
　　　１９９４年：２０％　→　２００６年：３２％

　派遣労働者：
　　　２００１年：３３万人　→　２００５年１０２万人

　特に若者層に

　　　　　　　　　　　　　　　　　（労働力調査）



表１ 雇用者の雇用形態別人数
（単位：年、万人）

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
正規の職員・従業員 3,611 3,622 3,529 3,445 3,433 3,408 3,454
パート・アルバイト 1,064 1,139 1,012 1,069 1,081 1,108 1,112
労働者派遣事業所の派遣社員 33 45 46 46 90 102 120
契約社員・嘱託・その他 160 162 349 368 383 414 415
合計（役員を除く雇用者） 4,868 4,968 4,936 4,928 4,987 5,032 5,101

注：毎年４月から６月までの四半期平均、ただし、２０００年、２００１年は２月の特別調査
（総務省「労働力調査」より作成）



表２ 雇用者の年齢別雇用形態別人数
（単位：年齢、万人）

15-24 25-34 35-44 45-54 55-64 65以上 合計
正規の職員・従業員 317 999 846 747 482 63 3,454
パート・アルバイト 188 181 230 240 208 65 1,112
労働者派遣事業所の派遣社員 20 52 26 11 8 4 120
契約社員・嘱託 31 60 43 47 68 27 276
その他 13 25 22 26 33 20 139
合計（役員を除く雇用者） 569 1,317 1,167 1,071 799 179 5,101

（総務省「労働力調査」２００６年４～６月四半期平均より作成）



人材派遣会社

　　２００５年
　　　派遣会社の売上げ：
　　　　　４兆３５１億円　７年間に３倍　３万社
　　　登録型１９３万人　雇用型６１万人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２５４万人
　　２００６年
　　　４万社
　　　登録型２３４万人　雇用型８７万人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計３２１万人

　　　　　　　　　　（労働者派遣事業の事業報告）



労働者派遣法改正

製造現場への派遣解禁
　　　　←「新時代の「日本的経営」」

２００４年３月から製造業務への解禁
　　　　　　　　　　　　　　　　　期間１年間
　２００７年から　期間を３年間に延長



日経連の「新時代の「日本的経営」」：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９５年
労働者をコアと周辺に分類

Ａ：長期蓄積能力活用型グループ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期雇用の正社員

Ｂ：高度専門能力活用型グループ：
　　　　　　　　　　　　　　　　有期雇用の契約社員

Ｃ：雇用柔軟型グループ：
　　　　　　　　パート、アルバイト、派遣、請負など



労働者供給業

戦前、親方制度での職工

戦後、職業安定法で禁止

建築現場、鉱山業

製造現場：社外工、臨時工

　　　　　　　　　　間接雇用の利用

労働者派遣法へ　：　　日雇い派遣



偽装請負

　摘発と是正指導
　　　解禁後に摘発増加

日本の代表的な企業における
　　偽装請負　　キャノン、松下　等々



朝日 2006-7-31



製造業への
派遣は
２００４年
３月１日まで
禁止されていた

請負で対処

２００４年
３月１日に
製造業への
派遣解禁





朝日 2006-11-7



派遣会社の業務停止命令とその後

　　クリスタルグループ（２００６年１０月）
　　　　　　　　　　　　　　グッドウィルへの売却

　　フルキャストの業務停止（２００７年８月）

　　グッドウィルの業務停止（２００８年１月）



朝日 2006-9-30,10-14



朝日 2006-11-19



朝日 2008-01-12

日経 2008-01-31



製造現場への労働者派遣の問題点

１）業務請負、製造ラインでの実態、紙一重

　　　振り向けば別のライン、別の仕事　　　
　　　生産の不確実性



製造現場への労働者派遣の問題点

２）職場がるつぼになる

　　様々な雇用形態の労働者が
　　同じ製造ラインに立つ　　
　　同じ制服・作業着を着ているけれど



製造現場への労働者派遣の問題点

雇用形態の違い：
　正規労働者、期間労働者、パート労働者、
　アルバイト

　雇用主の違う派遣労働者

　雇用期間違い：
　　　期間の定め無し、年、月、週、日

　賃金形態の違い：
　　　年俸、月給、日給月給、日給、時給



製造現場への労働者派遣の問題点

これで
同じ働く仲間といえるのか、
同じ製造ラインにいることだけが
　　　　　　　　　　　　　お互いをつなぐ糸　



製造現場への労働者派遣の問題点

ライン担当者が大変

　　名前が分からない、毎日人が代わる、　
　　名札を確かめる余裕はない

　　「派遣さん」、
　　「そこのお兄ちゃん」、
　　「お姉ちゃん」



製造現場への労働者派遣の問題点

３）ドタキャンと人材派遣

　　ドタキャン：日常茶飯事

　　その日の朝に連絡
　　その日の内に、連絡無し、「もう辞める」

　　製造現場に責任をもたない人達の群れ

　　製造ライン責任者が大変



製造現場への労働者派遣の問題点

　派遣会社の対応：
　　　すぐ、代わりの人を連れてくる

　派遣業者への依存：
　　　　　雇用責任のまぬがれ

　必要な時に必要な人数を集める
　　　受注・製造数量の変更
　　　生産数量の急な変更　：　雇用の調整

　　　働く人に不安定な就業



製造現場への労働者派遣の問題点

４）派遣による技術伝承の問題、危惧

　　職場での当たり前が学べない
　　技術が伝わらない

　　毎日職場が代わる人に、
　　　　いちいち教える気もおこらない



製造現場への労働者派遣の問題点

５）外部労働力の限界

　　生産効率への危惧
　　　　派遣労働者の限界：３割
　　　　　　　それを超えている

　　製造ラインの維持管理・品質管理
　　　　　　　　　不良品の見過ごし



製造現場への労働者派遣の問題点

６）製造現場の安全の問題

　　労災：　安全の死角
　　　　　　　職場の常識が通用しない
　　　　当たり前に安全に作業していること：
　　　　初めての人には危険な作業

　　安全教育がおそろかになる
　　　　　　マニュアルにはない事故
　　職場で積み上げてきた常識が
　　　　　　　　　　　　　　　　伝わらなくなる



なぜ、派遣労働を使うか？

１）科学技術の発展と仕事の外部化
　　　　　　製造技術の進展と単純労働化

２）製品の短命化と外部化
　　　　　　　　　　　　　　　　　市場競争

３）産業予備軍：産業革命期から続く



製造業に求められる労働者とは？

・労働者の適応能力と労働者の誇り

・ものづくりと企業力を培うための労働力

課題：
セーフティネット　：　職業再教育



朝日 2008-04-26



朝日 2008-04-26



派遣と請負を考える

今週のテーマ

終わり



今週の元気な企業と人

伊藤電子工業（山形県寒河江市）
Fole　2008-05



今週の元気な企業と人

伊藤電子工業（山形県寒河江市）
Fole　2008-05



ビデオ鑑賞

ワーキングプア
～働いても働いても豊かになれない～

ＮＨＫ：２００６年７月２３日放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　２４分

ＮＨＫスペシャル
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